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要    約 

 ユズの採取時期の違いと高温予措が果実の貯蔵性に及ぼす影響を検討した．結果は以下の通 

りであった． 

１．予措中の果実重量の減少は，自然予措では採取時期が早いほど大きかったが，高温予措で 

 はほぼ一定であった．予措期間を除いた貯蔵中の果実重量の減少は，高温予措，自然予措と 

 も採取時期が早いほど大きく，同一採取時期では自然予措のほうが果実重量の減少が大きかっ 

た． 

２．水腐れ症の発生は，自然予措の場合，採取時期が遅いほど多くなるが，高温予措により， 

 その増加の割合は著しく減少した． 

３．こ斑症の発生は，採取時期が早いほど多く，高温予措により発生が増加した． 

４．採取時期が遅いと自然予措では，貯蔵後期にへた落ちが多く発生したが，高温予措ではへ 

 た落ちの発生はみられなかった． 

５．10月中～下旬採取果実は高温予措を行わず，年内～２月頃までの出荷とし，11月上旬以降 

 に収穫した果実に高温予措を行い，３月以降，採取時期が早いものから出荷することで，出 

 荷率の向上を図ることが出来る． 
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